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　 こ の た び，私 達 に ，中国 の 西安公 路 学院か ら名誉教授 の

授与証書が送られ て き た 。 名誉教授に推挙され た い きさつ

な ど を書くよ うに と の お すす め をい た だ い た の で ， 私達の

日中交流 の 報告 を書 い て み た い と思 う。

　最近 は ， 極 め て大量 に ， 中国か らの 賓客や留学生 が ， 日

本 の 各方面 に来 て い る の で ，日中交流 は 到 る所 で 頻繁 に行

わ れ て い る。私達 の 日中学術交流は，昭和55年 に 中国 が 大

量 の 学者 を世界各国に送 り出 した とき に，西 安公 路学院の

周藍 玉 講師 （当時） が 名古 屋 大学 に派 遣 され て きた こ と に

始ま る 。

　西安公路学院は，日本流 に 言 え ば，西安道路大学 とな る

が ， 中国交通部関係 の 人 材教育を目的 と した 教員数750 名 ，

学生数 3800 名 の 大学 で， 中国の 現代化政策 の 線 に沿 っ て ，

交通 ・運輸関係 の 技術者 の 必要性の 増大 に 対応 して 内容の

充実拡大 を行い つ つ あ る交通部所属 の 名門大学で あ る 。

　周講師が 2年間 ， 日本に滞在して い る 問 に ， 名古屋大学

の 先生方だ け で な く， 訪問 した北海道大学の 土質工 学分野

の 先生方 に もお世話 に な る と同時 に ， 名古屋大学 と縁 の 深

い 関東学院大学教授 の 宋 とも中国語 で 話 し合 え る友人 とな

っ て い た。

　周講師の 来日当初は，日本語に なれ て も ら うた め の 勉強

が主 で ， 植下 の 「道路工学」 の 授業を ， 日本語 の 勉強 も兼

ね て 聞 い て も ら っ た 。 そ の 授業 は 道路 の

歴史 か ら始 ま る が ， 1300〜1200 年前ご

ろ，多 くの 遣唐使
一

行 が 中国 の 長安，今

の 西安 に 命が け で 旅行を し て 中国の 文化

を学び ， そ の 留学生達が 日本 の 道路 や 街

作 り に貢献 した 話 が 出て くる。今 日，逆

に ， 目本 の 道路 工 学を勉強 し て い る西安

の 大学教官が名古屋 に 居 る こ とを感慨深

く思 っ た もの で あ る
。

　 2年 の 日本滞在を終えて 中国に帰 っ た

彼か ら ， 暫 く して，中国へ の招待状が来

た 。

一年近 い 準備 ・打合せ の 書簡の 往復

の 後 ， 植下 ・宋教授団 と して ， 昭和 60年

9 月 17日 か ら18日間，北京
一→西 安 → 上海

の 日中親善学術講演旅行 を行 っ た。

　 こ の 問，北 京 空 港 に 到着 した時か ら， 上 海空 港 を飛 び 立

つ ま で ， 周教授 は ず っ と私達の 中国生活 を世話 して くれ て ，

私 ど もに は快適 な旅行で あ っ た が，各都市 で の ホ テ ル の 確

保，飛行機旅行 の 予約，北京や 上海で の タ ク シ ーの 雇 い 上

げなど，今 の 中国 の 供給力不 足 の 中で，受け入 れ 側 の 周教

授 の 苦労 は大変 な もの で あ っ た。

　特 に
， 北京 で の ホ テ ル は ， 前 々 か らの 受け入れ準備 に も

か か わ らず ， わ れ わ れ が北 京空港 に 夕方 6 時 に着 い た とき

に は 未決 定の 状態 で，北京空港 で 晩 さ ん の 接待を受け て い

る ときに，や っ と北京飯店 に部屋が とれ る とい う状態で ，

周教授 の 胸 の 中 は 大変な心 配で あ っ た と後 で 打 ち明け られ

た。

　中国で は，北京水利電力経済管理 学院と西安公路学院 で ，

植 下 が 日本 に お け る 工 学的土質分類法， 日本に お け る 道路

工学 ， 宋が 日本の 土質安定 工 法 ， 日本 の 新交通 シ ス テ ム な

どに つ い て ， ビデ オ ， カ ラ
ー

ス ラ イ ド， OHP な どを用 い

て 講演を し た （写真一 1参照）。

　なお ， 西安滞在中に，西安の 北約 200km の とこ ろ に あ

る黄陵 （中国伝説上 の 初代皇帝の 黄帝陵があ る）を訪問 し

た が，4 時間近 い 黄土高原真 っ た だ 中 の 自動車旅行は 誠 に

印象的で あ っ た 。 こ の と きに採取 した黄士の 試料 か ら，
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＝2・65， Wl ＝39・1％，ち＝15・6 の 粗粒分 を含まな い 粘質

＊
名 古屋大 学教授 　工 学部

帥 関 東学院大学教授 　工 学部

M［ay ，1987

写真一1 西安公路 学院 の 植 下 ・宋 特別 講義に 全国 か ら集 ま っ た 受講者達 と の 記念 撮影
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ね ん どざい く

土 （CL ）とい う判別試験結果 を得 て い る 。

　私達が ， 上記 の 中国旅行に旅立 っ 直前

に ， 「
西安公路学院の 院長を 団長， 国務

院交通 部教育局 長 を副団長とす る 6 名か

ら な る 中国交通部大学教育視察団 を中国

政府 の 費用 で 11月ごろ ，日本 に 派遣す る

予定 が あ る が，名古屋大学の 先生方 は お

会 い い た だ け ますか 」 とい う植下宛 の 手

紙を 周 教授 か ら受 け取 っ た 。

　 こ の 中国側 の 要望に 対 し ， 植下 ・宋で

目本 で の 対応 をい か にす べ きか，い ろ い

ろ と 思案 を し
， 日本道路協会，土木学

会，日中経済協会などの 担当者達 と も相

談 を したが，目本 に は 中国交通部教育局

の 大学教育視察団 に ふ さ わ しい 受け入れ

組織の な い こ とが分か り， 名古屋大学工

学部教授 と して の 植下 が 中国人 6 名 の 身

元保証入 とな っ て 外務省 に 書類提出する

こ とと した 。

　 こ の 書類 に お い て，中国人 6 名 に 関 す

写真一2 新東京国際空港 に 到着 した 中国交通部大学教育視察団 （6 名）を出迎えて の 記

　　　　念撮影 （左 よ P，西安公路学 院長李斌教 授 （団長），同副院長張 登良教授，国務

　　　　院交通 部教 育局長 晏賢良教授 （副団長），長沙交 通学 院廖紹豪 副教授，重慶交通

　　　　学院顧 安邦副教 授，宋，西 安公 路 学院周藍玉 副教授 （通訳），植 下）

る植下の 保証内容は ， 1）必 要 に応 じ 滞在費 お よび 帰国旅

費を負担す る こ と， 2）本邦滞在中， 日本国法令を遵守さ

せ る こ と， 3）要請 の あ っ た場合 に は ，本邦 に お け る 在留

状況 を関係省庁 に 遅滞な く報告す る こ と， 4）滞在 日程 の

変更 の 都度 あ らか じ め 関係省庁 へ 報告 す る こ と，5） 入 国

目的 以 外 の 活動を 行わ せ な い よ うに する こ と ，
6）滞在期

間内 に出国さ せ る こ とで ， 中国 か らの 視察団が目本で の 視

察 に多大 の 成果 を あ げ て ， 無事 に 中国 に帰着 し ， 中国か ら

感謝 の 書状 をい た だ い た時に は ， 中国人視察団の 日本 で の

全責任 を担 っ て 心配 と苦労 が大 きか っ た だ けに，私 ど もの

喜 び は 極め て 大きい もの で あ っ た。

　中国交通部大学教育視察団 （写真
一 2参照， 3名は土質

工 学専門家， 2 名 は橋梁工 学専門家 で あ っ た ） の 東京 で の

宿舎は ， 土質工 学会 に 近 い ホ テ ル を利用 した の で ， 来 日早

々
， 土質工学会で ， 副会長出席の も と に ， 歓迎昼 食会を開

い て い た だ き ， 視察団が関心をもつ 土質工 学会 の 出版物を

贈呈 して い た だ くな ど ， 当学会 に も大変お 世話 に な っ た。

　中国人 6名 の 日本で の 旅行に つ い て は ， 当初 ， N 旅行会

社外人旅行 セ ン タ
ーに も相談を し，旅行会社 が すべ て を世

話す る揚合 の 全費用 （ガイ ドつ き 3週間） は約 600万 円で

ある とい う見積書を中国側 に あ らか じめ 送 りは したが ， 日

本の 旅行会社に まか せ る 旅行 は今 の 中国政府 に は な じみ 得

な い と判断 し，中国語 の で きる 宋 が 旅行会社 （添乗員） の

役割 をつ と め，中国側 の 経済的負担 の 軽減 に 可能な限りの

努力 を した。

　中国 か ら の 視察団 は，当初 ， 中国側 の 要望 で 北海道大学

視察も含め た 3週間 で 計画 され て い た が ， 中国側 の 外貨事

情な ど の 理 由で ，実施直前 に 2 週間 に 縮小変更され，北海

道大学や建設省土木研究所な どの 訪問を中止 す る な ど， 目

本 で の ス ケ ジュー
ル に 急な変更が生 じて迷惑を か け た依頼

先 が い くつ か あ っ た。外務省 に は 「滞在日程表の 変更届 」

を提出 し
， 昭和60年ll月 17 目か ら15日間 ， 筆者 らは一

緒 に ，

ま たは交替 して 中国視察団 に 同行 した が ， こ の 間 ， 毎 日平

均20名以 上 ， 合計300 名以 上 の 日本 の 方 々 の お 世話 に な っ

て ， 内容 の 充実 した 日本 で の 視察旅行 を成功 の 中に終了 す

る こ とが で きた 。

　今回，私 ど もに，は か らず も名誉教授 の 授与証 書が届 け

られ た が，日本 の 多 くの 方々 の 御協力を い た だ きな が ら，

私 どもに 課 せ られ た 日中交流 の 責任を果た し得た こ とを思

い 起 こ し，多 く の 方 々 の 御好意 に改め て 感謝 して い る 次第

で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原 稿受理 　1987．3．10）
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